












― 552 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（工 学） 
学 位 記 番 号  第  ２２０３８  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            工学研究科マテリアル生産科学専攻 
学 位 論 文 名  構造用鋼の延性損傷モデルの提案とそれに基づく延性き裂進展抵抗に及 
            ぼす鋼材機械的特性の影響のシミュレーション 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 南 二三吉 
            （副査） 
            教 授 豊田 政男  教 授 西本 和俊  教 授 小溝 裕一 
論 文 内 容 の 要 旨 
 本研究では、近年の清浄な高強度鋼の延性き裂発生・進展メカニズムに基づいた損傷モデルを提案し、鋼材の機械
的特性から実構造部材の延性き裂発生・進展抵抗（R-curve）を予測可能なシミュレーション手法の構築を行った。 
 第１章は緒論で、現在提案されているき裂部材の R-curve 予測手法の適用限界と課題を抽出し、本研究で目的とす
る延性き裂進展シミュレーション手法を構築するための着目点を明確にした。 
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延性き裂進展抵抗の FEM シミュレーション手法を構築している。 
⑸ 本手法を疲労き裂材へ適用し、簡易な切欠き材料試験で得られるき裂発生限界歪（本論文ではこれを切欠き延性
と呼んでいる）と延性の多軸度依存性から、疲労き裂材の延性き裂進展抵抗が本モデルによってシミュレーショ
ンできることを示し、これによって本手法の妥当性を検証すると共に、き裂進展抵抗に及ぼす部材の塑性拘束の
影響も予測できることを示している。 
 以上のように、本論文は、近年の高強度鋼の延性損傷メカニズムを解明し、その数理モデル化によって、簡易な小
型材料試験で得られる「切欠き延性」と「延性の多軸度依存性」から、任意形状のき裂部材の延性き裂進展抵抗を予
測できるシミュレーション手法を開発している。ここで開発された方法は、近年の高強度鋼に対する延性き裂進展解
析手法の構築のみならず、き裂進展抵抗向上のための鋼材開発指針の検討へと繋げることが期待でき、材料強度評価
工学、破壊制御設計学、さらには、構造・材料設計工学などの発展に寄与するところが大である。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
